
クリップ下、カバー使用材











クリップ上、フレキ押さえ、
ストッパー、ガイド、　
ピンブロック、使用材

（標準品・CCMOシリーズの 24mm幅、33 ｍｍ幅及び、CCJF シリーズ）











プローブ・ソケット使用材
（プランジャー使用材料は、ベリリウム銅です。）





基板使用材









基板パターン使用材
（CCSE（0.3mmピッチ）、CCJF シリーズを除く）

ソケットと基板接続部使用材
（FRCコネクタ付の場合）







スプリングピン使用材
（CCJFシリーズの場合）







スプリング使用材





押さえゴム使用材



製製品品安安全全デデーータタシシーートト   
  
                                                               

                                                                                           ＩＮＯＡＣ 
                                                 会  社      （株）イノアックコーポレーション 
                                           ゴムエラストマー事業部 
                                                                                           品質保証部 
                                                  住  所     岐阜県揖斐郡池田町本郷680番地 
                                                 電  話     0585-45-0430    ＦＡＸ  0585-45-0443 
                                                 緊急連絡先   0585-45-2808 

                                                                      作成・改正  ２０００年１月２０日 
 

【製 品 名】    化学名  商品名等      ゴムスポンジ Ｃ－４３０５  

 
【物質の特定】       単一製品・混合物の区別  ：  （混合物の主成分） 
                   化学名                  ：   クロロプレンゴム 
                   成分及び含有量          ：   （-ＣＨ２-Ｃ＝ＣＨ-ＣＨ２-）n 
                   化学式                  ：           ｜ 
                                                      ＣＬ 
                   官報公示整理番号        ：    6-743         
                   ＣＡＳ登録番号          ：    № 9010-98-4 
                   化審法番号              ： 
                   安衛法番号              ： 
 
【危険有害性の分類】  分類の名称  ：  危険物に該当しない。 
                    危険性      ：  通常の取り扱いでは危険性はない。 
                    有害性      ：  現在のところ知見なし。 
                    環境影響    ：  現在のところ知見なし。 
 
【応急処置】  目に入った場合  ：    直ちに清浄な水で洗い流し、眼を傷つけている恐れがあるため眼科医の診断を受ける。    
             皮膚に付着した場合： 稀にかぶれることがありますので、症状によっては医師の診断を受ける。 
              吸入した場合    ：   固形物の為、該当しない。但し、製品内から発生する発泡ガスを多量に吸入した 
                                   場合、新鮮な空気の場所に移動し、症状によっては医師の診断を受ける。 
              飲み込んだ場合  ：   無理に吐き出させず、医師の診断を受ける。 
 
【火災時の措置】  消火方法    ：   一般的な消火剤にて風上から消火するのが望ましく、塩化水素、二酸化炭素、二酸化 
                                   硫黄等の有害ガスが発生しますので状況に応じて呼吸用保護具を着用する。 
                  消火剤      ：   噴霧水、泡消火器、二酸化炭素消化器、粉末消火器等 
 
【漏出時の措置】    特に問題はない。 
 
【取り扱い及び保管上の注意】 
                   取り扱い  ：  １．可燃性であり、熱源や火気に近づけない。 
                                ２．加工時、揮発分や臭気が発生し、目を刺激する可能性がありますので、必要に 
                                     応じて局所換気装置等を使用下さい。  
                   保 管    ：  直射日光、高温多湿を避け、冷暗所で重量物を上に積載しないようにして保管する。 
                                 また、指定可燃物として消防法に定められた通り保管する。 
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【暴露防止措置】    管理濃度   ：   現在のところ知見なし。 
                    許容濃度   ：   現在のところ知見なし。 
                    設備対策   ：   断ち、スキ、研磨等粉塵の出る加工を行う場合は、粉塵対策として排気装置を 
                                    置くか、適度な換気を行う。 
                    保護具     ：  呼吸用保護具  粉塵マスク。 
                               ：   保護眼鏡    保護眼鏡を着用する。 
                                    保護手袋    皮膚接触を避けるために保護手袋を着用する。 
                                    保護衣 
 
【物理・化学的性質】  外 観  ： 発泡体    
                        見かけ密度： ０．１９ｇ／㎝3  （代表値） 
                        溶解度    ：  水に不溶 
 
【危険性情報】      発火点   ：   現在のところ知見なし。 
                       爆発限界 ：  現在のところ知見なし。 
 
【有害性情報】     皮膚刺激性： 物理的な刺激。 
                        眼刺激性 ： 若干の刺激有り。 
                        感作性  ： 個人差があるが人によっては稀にアレルギーを示すことがある。 
                                      また、製品から発生する発泡ガスを吸入した場合、個人によっては喉に刺激を 
                                      感じることがある。 
                        変異原性 ： 現在のところ知見なし。 
 
【環境影響情報】    現在のところ知見なし。 
 
【廃棄上の注意】     産業廃棄物処理業者に委託し、国、県、地方自治体の関係法令を遵守して適正に処理する。 
 
【輸送上の注意】      荷崩れのないよう確実に行う。 直射日光等の高温を避ける。 
                        損傷のないよう積み込む。 
 
【適用法令】        消防法 指定可燃物 
 
 
【引用文献】 
 
 
 
 
 
        本文中の記載内容は、当社の現時点の知見に基づいて作成されていますが、その内容について、全てを保証する 
        ものではなく、未知の危険・有害性も予想されますので、取り扱いには充分注意して下さい。 
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線材



















基板と線材接続部 







梱包袋使用材
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